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2027年度入試　学校説明会等の案内

● 参加者はHPより予約をお願いします。
● つくばエクスプレス［柏の葉キャンパス駅（西口）］および、
　 東武アーバンパークライン［江戸川台駅（東口）］より スクールバスを運行します。　HPに詳細あり
● 学校説明会は、自家用車、自転車での来校も可能です。
● 諸般の事情により変更する場合もございます。HPにてご確認ください。

高校説明会日程　● 中学生・保護者対象説明会

入試説明会として開催

07/25（土）
08/22（土）
10/03（土）
10/24（土）
11/07（土）
11/21（土）

10：00~12：30
(受付9：00～)

10：00~11：30
(受付9：00～)

13：30~15：00
(受付12：30～)

学校説明会として開催
※第1回のみオープンスクールを
　実施予定

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

流輝祭
※予約不要

9/4（金）
校内のみ

9/5（土）
一般公開

中学校説明会日程　● 小学生・保護者対象説明会

入試説明会として開催
※６年生限定

ミニ説明会を開催予定
※詳細は今後のHP更新をお待ち下さい。

06/06（土）
07/04（土）
08/22（土）
10/03（土）
11/14（土）
2月
3月

13：30~15：00
(受付12：30～)
10：00~11：30
(受付9：30～)

13：30~15：00
(受付12：30～)

10：00~11：30
(受付9：30～)

18：00~19：30

学校説明会として開催
※学年不問

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回

【中学】校外学習で育む生徒の創造力

本校HP 中学Instagram 高校Instagram

「未来創造教育」のもと、生徒たちに社会の変化に
対応できる資質や能力を育むための一環として、
毎学期に校外学習を実施しています。
修学旅行はシンガポール・マレーシアに
３泊５日で行きます。
※こちらに掲載しているのは昨年度までのものになります。
　年度により内容を変更する場合があります。

留学生との街歩き  〜浅草〜 Small Worlds&日本科学未来館 能鑑賞  〜日本伝統芸能に触れよう〜 修学旅行(シンガポール・マレーシア)

春の体育祭と秋の流輝祭は最高に盛り上がります。個性や特徴
が発揮され、本校の明るく力強い雰囲気や出し物などを見よう
と毎年、大勢のお客様がやってきま
す。また、高校の修学旅行はクラス単
位で行われ、行き先やスケジュール
は生徒が主体となって決める本校独
自のものです。こうしたイベントや行
事を通し、仲間との団結力や一人ひ
とりの成長につなげます。

※天候などの影響で変更や中止もあります。

最高に盛り上がる「イベント」本校までの所要時間

東武アーバンパークライン10分

常磐線快速８分 東武10分

武蔵野線18分 TX８分

つくばエクスプレス(TX)19分

つくばエクスプレス(TX)24分

柏 

駅

柏 

駅

松
戸
駅
北
千
住
駅
つ
く
ば
駅
西
船
橋
駅

南
流
山
駅

本
　
校

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅

江
戸
川
台
駅

スクールバスで
約10分

国公立大学合格体験記(東京大学・お茶の水女子大学)
実力を伸ばすなら流経柏、可能性が広がります実力を伸ばすなら流経柏、可能性が広がります

こんにちは！流経大柏高校生徒会執行部です。私達は行事の
計画・運営を主な活動としています。また、広報誌「つむぐ」
や生徒会誌「プライオリティ」の作成なども行っています。執
行部員全員が積極的であり、行事を盛り上げるため新たなこ
とを考え実行に移してきました。行事を作り上げるのは時間
がかかることですが、何にも変えられない貴重な経験を得る
ことができます。流経を盛り上げていけるよう今後も誠心誠
意取り組んで参ります。

2026年度　高校生徒会長　片桐陽菜

過去3年間の進路実績
※数字は合格者数、　（　）内は過年度卒業生で内数

国公立
早慶上理
GMARCH

 78名 （7）
 68名 （4）
 153名 （20）

主な進学先
流通経済大学へは、
付属高校推薦・特別奨学生選抜制度あり

東京大学・大阪大学・東北大学・名古屋大学・
筑波大学・お茶の水女子大学・千葉大学・埼玉
大学・慶応義塾大学・早稲田大学・上智大学・
東京理科大学・学習院大学・明治大学・青山学
院大学・中央大学・法政大学・流通経済大学

行事運営について生徒会から

６月初旬に開催した中学校の体
育祭は、４年目を迎え、前年よりも
さらにアップグレードしたプログ
ラムになりました。前日の予行は
台風の影響により休校になりまし
たが、当日はテーマ通り３学年
揃っての“流経旋風”が巻き起こり
ました。昨年初めて行われた３学年のパフォーマンスは、形を変えながらも受け継がれ、体育祭のメインプログラ
ムになっております。今年は放送委員会の発足もあり、実況も盛り上げてくれました。進化し続ける流経中の体育
祭は来年度もきっとレベルアップした体育祭となるでしょう。

６月４日に体育祭が実施されました。今年度も高校は船橋アリーナで実
施されました。高校体育祭では、生徒・保護者合わせて約2000人の大規
模なものとなりました。生徒会が中心となり企画や運営する学校行事の
ひとつで、各競技で創意工夫が施されていました。生徒たちは総合優勝
を目指し、一生懸命に取り組んでいました。３年生が中心となり行った応

援団のパフォーマンスは、学年・
コースの垣根を超えて一つと
なった生徒たちの姿を見ることができました。また、部活動対抗リレーで
は大きな声援を受けながら、各部の意地をみせて走り切りました。
体育祭のテーマのように、勝利に向かって全力に取り組み体育祭を楽し
む生徒たちの姿は、観る者をも楽しませてくれる、見応えある熱いイベン
トとなりました！

高校体育祭 テーマ

勉強だけでなく、体育祭や文化祭にも

本気で取り組む特別進学コースに所

属していたおかげで、充実した3年間

を過ごすことができました。また、私は

弓道部に所属していて、3年生の最後

の大会まで練習に参加していたため、

部活と勉強の両立が苦しくなるときも

ありましたが、先生方の助言や、勉強

に励む友人の姿に支えられ、勉強にも

部活にも全力で取り組むことができま

した。部活の仲間との日々や、文化祭

で鉄パイプを使って立体迷路を作っ

たことは、一生の思い出です。

筑波大学
医学群医学類
前田京太郎さん

高校生活では、生徒会活動や日々の

学習に力を入れて取り組みました。

特別進学クラスは勉強に集中しやす

く、友人と教え合ったり意見を交わし

たりできる環境だったため、多くの刺

激を受けながら成長できたと思いま

す。受験期には、小論文対策や面接

練習などで多くの先生方に支えてい

ただきました。進路について親身に

相談に乗ってくださり、とても心強

かったです。友人や家族だけでなく、

先生方の支えがあったからこそ、合

格することができたと感じています。

お茶の水女子大学
生活科学部心理学科
内田慧理さん

第26回定期演奏会を開催！吹奏楽部
私達吹奏楽部は、6月14日に「第26回定期演奏会」を開催しました。新体制となって初
めての一大イベントであることに加え、初めて野田での演奏会となり、“初めて”の多
い演奏会でした。多くの不安もありましたが、それを上回る楽しさで無事に幕を閉じ
ることができました。温かい拍手や
たくさんの笑顔を直接受け取るこ
とができ、改めて音楽の力を実感し
た一日となりました。今回感じた想
いを忘れず、これからも多くの方に
流経サウンドを届けていきたいと
思います。今後も変わらぬご支援、
ご声援をよろしくお願いします。

吹奏楽部
部長より

中学生徒会です。私たちは学校行事の企画や運営
を中心に活動しています。皆の意見を取り入れつ
つどうすれば安全で思い出に残る学校行事が行え
るのかを話し合い、委員会や教員と連携をとってい
ます。体育祭では生徒会をはじめとし、体育科の教
員や実行委員会を含めた沢山の委員会に協力を
仰ぎ、生徒全員が輝けるものにしました。中学校で
過ごす３年間が楽しいものになるようまだまだこ
れからの流経を一緒に作っていきましょう。

中学校生徒会　会長　大木瑚羽

これが流経大柏のランチです！
程よく食べて、程よくお腹が
いっぱいになる一品です。栄養
面を重視しているので、「最近
栄養が偏ってきてるかも」と
思ったなら、迷わずランチ！　
450円で、体の調子を整えよう！

アラカルトメニューの天津飯
は、450円です。ふっくらたまご
でご飯をとじて、とろとろの餡
がよく合います。流経大柏で中
華を楽しめるなんて・・・！　午
後の授業の前に、天津飯でお
腹を満たそう！

さあ！ガッツリ系の男子には、こ
れしかないでしょ！　アラカル
トメニューのビビンバ丼で、お
腹を満たして、午後の体育に備
えよう！　これで450円、もっと
食べたいならホットスナックも
ご一緒にどうぞ。

今日のアラカルトメニュー
は・・・五目麻婆春雨！　とにか
く沢山食べたい！って人にオス
スメの品です。ちょうどいいピ
リ辛は、ご飯に合う！このボ
リュームで450円なんて、驚
き・・・！

沢山食べてねー

お腹ぺこぺこなんで、
ご飯出るのが

早くて嬉しいッス！

食欲を満たす！！ 会話が弾む！！ 「 カフェテリア 」ってこんなトコ！！

それ、ひとくち
チョーダイ！ 私もー！

中 学 校 生 徒 会

中学校体育祭 テーマ

ラグビー部
７人制

競技
かるた部

放送部

チアリーディング部

高校部活動
全国大会へ 躍進!



部活動  紹介部活動  紹介

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
76  
名
、女
子
9
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
31  
名
、女
子
1
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日
＋
試
合

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、赤
い
魂
の
誇
り
を
胸

に
、全
国
大
会
常
連
の
強
豪
校
と
し
て

活
躍
す
る
流
経
大
柏
ラ
グ
ビ
ー
部
。こ

れ
ま
で
、第
5
回
全
国
高
等
学
校
7
人

制
大
会
で
は
優
勝
、第
98  
回
の
全
国
大

会
で
は
3
位
と
輝
か
し
い
成
績
を
残

し
て
い
ま
す
。見
据
え
る
の
は
、15  
人

制
全
国
大
会
で
の
頂
点
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。 ラ

グ
ビ
ー
部

【
部
員
数
】（
高
校
）34  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、人
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
、そ
し
て
周
囲
か
ら
愛
さ
れ

る
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を
理
念
と
し

て
揚
げ
て
い
ま
す
。「
流
経
ら
し
さ
」を

確
立
し
、そ
れ
を
武
器
に
サ
ッ
カ
ー
で

の
結
果
の
み
な
ら
ず
、「
全
て
に
お
い

て
日
本
一
」の
組
織
を
目
指
し
ま
す
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
52  
名
、女
子
2
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
15  
名
、女
子
1
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
7
日（
オ
フ
不
定
期
）

（
中
学
）週
3
〜
4
日（
月
・
水
・
金
、土
ま
た
は
日
）

創
部
以
来
、春
・
夏
・
秋
を
通
じ
て
、激

戦
区
の
千
葉
県
大
会
に
お
い
て
準
優
勝

（
１
回
）、ベ
ス
ト
４（
４
回
）、ベ
ス
ト
８

（
７
回
）な
ど
、着
実
に
結
果
を
残
し
て

き
た
硬
式
野
球
部
。２
０
１
１
年
に
は
、

関
東
大
会
の
出
場
も
果
た
し
て
い
ま

す
。学
校
の
敷
地
内
に
専
用
球
場
と
雨

天
練
習
場
を
完
備
し
て
お
り
、練
習
環

境
が
充
実
。激
戦
区
の
千
葉
県
を
勝
ち

抜
き
、甲
子
園
初
出
場
を
狙
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
7
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
2
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日

　
　
　
　
（
中
学
）平
日
3
日
、休
日
1
日

柔
道
部
は
高
校
男
子
7
名
・
中
学
生
2

名
で
活
動
し
て
お
り
、少
人
数
な
が
ら

互
い
を
尊
重
し
合
い
、質
の
高
い
稽
古
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す
。 

そ
の
成
果
と
し

て
、関
東
大
会
4
年
連
続
出
場
、団
体
戦

で
は
県
大
会
ベ
ス
ト
4
な
ど
、安
定
し
た

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。ま
た
、個
人
戦

で
は
全
国
大
会
出
場
を
目
標
と
す
る
選

手
や
黒
帯
取
得
を
め
ざ
す
部
員
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
明
確
な
目
標
を
持
ち
、日

々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。 

今
後
も
伝

統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、さ
ら
な
る
飛

躍
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
3
名
、女
子
3
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
2
名
、女
子
1
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日（
オ
フ
不
定
期
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日（
火
・
木
・
金
）

精
神
面
の
修
行
、特
に「
礼
法
」に
重
点

を
置
い
た
剣
道
教
育
を
進
め
、県
内
で

は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力
を
誇
る
剣
道

部
。団
体
で
は
県
大
会
決
勝
ま
で
進
む

ほ
か
、関
東
大
会
連
続
出
場
の
実
績
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場（
個
人
）を
果
た

し
実
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。女
子
部
員

も
各
種
大
会
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
35  
名
、女
子
8
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
7
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日（
月
・
水
・
金
）

﹇
短
距
離
﹈

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
11  
名
、女
子
3
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
11  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
5
日（
火
〜
日
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日（
火
・
水
・
金
）

「
流
経
色
の
風
を
熾
せ
！
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
は
、男
女
共

に
全
国
高
校
駅
伝
出
場
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。個
人
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・

自
己
記
録
を
目
指
し
ま
す
。短
距
離
ブ

ロ
ッ
ク
は
、男
女
共
に
強
化
し
県
大
会

か
ら
関
東
・
全
国
と
活
躍
す
る
選
手
を

育
成
し
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）女
子
10  
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
4
名

【
活
動
日
】（
高
校
）月
・
水
・
木
・
金
ま
た
は
日

　
　
　
　
（
中
学
）月
・
水
・
金
ま
た
は
土

創
部
28  
年
目
、楽
し
く
笑
顔
で
踊
る
新
体
操
競
技

を
モ
ッ
ト
ー
に
そ
の
年
の
部
員
の
意
気
込
み
に
合

わ
せ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。こ
こ
数
年
は
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
や
k-

p
o
p
ダ
ン
ス
の
発
表
と
新
体
操

の
演
技
発
表
を
中
心
に
発
表
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。女
性
な
ら
で
は
の
品
の
あ
る
美
し
さ
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、カ
ッ
コ
い
い
動
き
や
か
わ
い
い
動

き
が
で
き
る
よ
う
に
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
や
j
a
z
z
・

k-

p
o
p
ガ
ー
ル
ズ
系
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ

ン
ル
の
指
導
者
に
教
わ
る
機
会
を
設
け
、部
員
み

ん
な
の
活
躍
を
大
切
に
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
活
躍 

劇
団
四
季
・
球
団
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
・

新
体
操
日
本
代
表
フ
ェ
ア
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
な
ど

【
部
員
数
】（
高
校
）女
子
19  
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
16  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
5
日

（
木
曜
オ
フ
、日
曜
は
シ
ー
ズ
ン
時
の
み
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日
＋
自
主
練
習

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は「
笑
顔
の
ス
ポ
ー
ツ
」

と
よ
ば
れ
る
と
て
も
華
や
か
な
競
技
で

す
。キ
ラ
キ
ラ
し
た
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の

中
で
行
う「
２
分
30  
秒
」の
演
技
の
た
め
に

全
員
で
向
上
心
を
も
っ
て
日
々
の
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。競
技
成
績
だ
け
で

な
く
、他
部
活
や
学
校
、地
域
と
の「
繋
が

り
」
を
大
切
に
し
て
い
る
部
活
で
す
。

「
チ
ー
ム
の
た
め
に
、他
者
の
た
め
に
、自

分
の
た
め
に
」と
い
う
理
念
の
も
と
、６
学

年
の
絆
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
★

【
部
員
数
】（
高
校
）34  
名
、（
中
学
）6
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日（
週
1
日
オ
フ
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
〜
4
日

　
　
　
　
　
　
　
（
基
本
水
・
日
オ
フ
）

部
活
動
と
学
業
の
両
立
を
は
か
り
、関

東
大
会
出
場
を
目
指
す
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。ベ
ス
ト
８
に
輝
く

な
ど
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
み
せ
て
い

ま
す
。バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
能
力
を

最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
と
、学
業
と
の

両
立
を
重
視
し
、社
会
性
を
身
に
つ
け

る
こ
と
の
２
本
柱
を
大
切
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）16  
名
、（
中
学
）16  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
5
日

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日（
月
・
火
・
土
）

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
」

と
い
う
熱
く
て
、前
向
き
な
気
持
ち
を

持
っ
た
部
員
が
集
ま
る
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
。過
去
、幾
度
か
出
場
を

果
た
し
た
県
大
会
出
場
を
目
指
し
、

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。気
持

ち
さ
え
あ
れ
ば
、初
心
者
で
も
入
部
大

歓
迎
！
さ
ら
な
る
上
位
を
目
指
し
て
、

と
も
に
頑
張
れ
る
新
し
い
仲
間
を
求

め
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）21  
名
、（
中
学
）4
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
4
日
程
度

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日

入
学
し
て
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始

め
た
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
り
た
い
」と
い
う
熱

い
気
持
ち
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
揃
う

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。一
人
ひ
と
り

が
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
も
ち
、

文
武
両
道
を
は
か
り
な
が
ら
、ど
の
大

会
で
も
県
大
会
出
場
を
目
標
に
日
々

の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）17  
名
、（
中
学
）8
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
4
日
程
度

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日

一
人
一
人
が
自
覚
を
も
っ
て
練
習
に
取

り
組
む
姿
勢
を
持
つ
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
。常
に
密
度
の
濃
い
練
習
を

心
掛
け
、県
大
会
で
ひ
と
つ
で
も
多
く

の
勝
利
を
手
に
す
る
こ
と
を
目
標
に

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。経
験
問
わ
ず

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
！
」と
い
う
新

し
い
仲
間
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）9
名
、（
中
学
）20  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日
程
度

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日
程
度

高
校
年
代
の
硬
式
テ
ニ
ス
競
技
に
お

い
て
、柏
地
区
は
、千
葉
県
内
で
も
強

い
学
校
が
集
ま
っ
て
い
る
地
区
で
す
。

そ
の
中
で
予
選
を
勝
ち
上
が
る
の
は
、

な
か
な
か
厳
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、

日
々
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
な

ど
、メ
ン
バ
ー
皆
で
協
力
し
た
り
し
な

が
ら
、県
大
会
ベ
ス
ト
16  
を
目
標
に
頑

張
っ
て
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

硬
式
野
球
部

【
部
員
数
】（
高
校
）139  
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
44  
名
、女
子
3
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
〜
4
日

昨
年
度
は
、メ
ン
デ
ィ
ー
サ
イ
モ
ン
友

が
が
U-

17  
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、ベ
ス

ト
8
に
進
出
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、

増
田
大
空
が
U-

17  
日
本
代
表
、内
田

煌
生
が
U-

16  
日
本
代
表
、大
泉
未
来

が
U-

15  
日
本
代
表
、乙
川
宙
・
廣
瀬

煌
・
メ
ン
デ
ィ
ー
サ
イ
モ
ン
友
・
古
川
蒼

真
が
U-

18  
高
校
選
抜
、渡
辺
瞳
也
・
大

徳
剛
矢
・
大
泉
未
来
が
U-

17  
高
校
選

抜
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、大
藤

颯
太
が
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
J1  
）、島
谷

義
進
・
安
藤
晃
希
が
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク（
J1  
）、増
田
大
空
が
ジ
ュ
ビ
ロ

磐
田（
J2  
）に
入
団
し
ま
し
た
。

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

柔
道
部

剣
道
部

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

駅
伝
部

新
体
操
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
子
テ
ニ
ス
部

【
部
員
数
】（
高
校
）10  
名
、（
中
学
）33  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
4
日
程
度

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日
程
度

私
た
ち
テ
ニ
ス
部
は
、男
子
部
と
中
学

部
で
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
３
面
を
分
か
ち
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。柏
地
区

に
は
強
豪
校
が
多
く
、諸
大
会
で
は
い

つ
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
反
省
を
練
習
に
活
か
し
、各
自
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今

年
度
も
県
大
会
ベ
ス
ト
ト
16  
を
部
の

目
標
に
掲
げ
、皆
で
切
磋
琢
磨
し
、楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

女
子
テ
ニ
ス
部

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
20  
名
、女
子
19  
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
19  
名
、女
子
20  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
5
日
程
度（
土
日
含
む
）

　
　
　
　
　
　

    

火
曜
日
オ
フ

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
誰
も
が
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
る

部
活
動
で
す
。基
礎
練
習
か
ら
丁
寧
に
取
り

組
む
の
で
、初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
人
で

も
安
心
し
て
成
長
で
き
ま
す
。日
々
の
練
習

を
積
み
重
ね
、男
女
で
県
大
会
出
場
と
い
う

結
果
に
も
繋
げ
て
き
ま
し
た
。技
術
の
向
上

だ
け
で
な
く
、礼
儀
や
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら
、周
囲
か
ら
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
6
名
、女
子
4
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
5
名

【
活
動
日
】週
3
日（
月
・
水
・
金
）

令
和
６
年
度
に
は
高
校
生
が
団
体
戦
・

個
人
戦
と
も
に
県
大
会
出
場
を
果
た

す
な
ど
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
男
女
と
も
に
県
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。性
別
や
学
年

関
係
な
く
、全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。秋
の
新
人
戦
で
は

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
一
人
一
人

が
課
題
を
明
確
に
し
、で
き
る
こ
と
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
2
名
、女
子
24  
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
7
名
、女
子
18  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日

　
　
　
　
（
中
学
）平
日
週
3
日
、

　
　
　
　
　
　
　

週
末
1
日

定
期
演
奏
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
他
、年

間
を
通
し
て
数
多
く
の
出
演
機
会
が

あ
り
ま
す
。本
番
で
忙
し
い
で
す
が
、

や
り
が
い
の
あ
る
部
で
す
。B
編
成
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
常
に
東
関
東
大
会

以
上
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、勝
つ
た

め
だ
け
の
練
習
は
し
ま
せ
ん
。よ
り
深

い
音
楽
表
現
を
目
指
し
ま
す
。多
く
の

仲
間
と
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
1
名
、女
子
20  
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
7
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
5
日（
月
〜
金
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日（
月
・
水
・
金
）

全
国
大
会
上
位
入
賞
を
目
指
し
、「
楽

し
く
書
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
、制
作

に
励
ん
で
い
ま
す
。入
学
し
て
初
め
て

筆
を
持
つ
部
員
も
い
ま
す
が
、日
々
の

積
み
重
ね
が
身
を
結
び
、書
道
歴
２
年

半
に
し
て「
国
際
高
校
選
抜
書
展
」で

文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た
先
輩
も

い
ま
す
。書
の
題
材
は
、中
国
の
古
い

漢
字
や
古
今
の
多
彩
な
詩
、

J
―
P
O
P
の
歌
詞
な
ど
様
々
。一
緒

に
書
道
を
し
ま
せ
ん
か
？　

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
や
っ
て
ま
す
！

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
6
名
、女
子
9
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
1
名
、女
子
6
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
3
日

　
　
　
　
（
大
会
前
は
週
5
〜
6
日
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日

部
員
全
員
、元
気
に
、仲
良
く
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。役
者
・
照
明
・
音
響
・
大
道
具
・
小
道
具

な
ど
各
担
当
者
が
力
を
合
わ
せ
、良
い
お

芝
居
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。部
の
目
標
は
、大
会
で
上
位
の
成
績
を

お
さ
め
る
こ
と
。高
校
演
劇
発
表
会
、文

化
祭
公
演
、20  
分
シ
ア
タ
ー
公
演
、か
し
わ

ン
ダ
ー
パ
レ
ー
ド
の
他
、千
葉
県
高
校
演

劇
研
修
会
な
ど
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。「
文

芸
両
道
」を
掲
げ
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
1
名
、女
子
4
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
5
名

【
活
動
日
】週
2
日（
木
・
金
）

こ
ん
に
ち
は
、文
藝
部
で
す
！　

文
藝

部
は
現
在
、高
校
一
号
館
四
階
社
会
科

教
室
に
て
、毎
週
水
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。主
に
自
分
達
で
小
説
を
創
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、例

年
通
り
に
流
輝
祭
に
て
部
誌
を
発
刊

し
た
他
、冬
に
流
経
柏
を
舞
台
に
し
た

部
誌
も
発
刊
し
ま
し
た
。今
年
度
は
校

外
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出
品
す
る
所

存
な
の
で
、応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

【
部
員
数
】（
高
校
）女
子
7
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
1
名

【
活
動
日
】週
2
日（
火
・
金 

）

高
校
1
号
館
4
階
に
あ
る
作
法
室
で

茶
道
と
華
道
の
稽
古
を
行
う
茶
華
道

部
。流
派
は
、茶
道
が「
表
千
家
」と
華

道
が「
池
坊
」、そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
の
講

師
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。部
員
は
、仲
が
良
く
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。文
化
祭
で

は
、花
の
展
示
と
作
法
室
で
の
お
点
前

を
し
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）女
子
8
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
10  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
3
日

　
　
　
　
（
中
学
）週
1
〜
2
日

美
術
部
は
高
校
生
１
〜
３
年
生
と
昨
年
度
か

ら
参
加
し
て
い
る
中
学
生
と
で
活
動
し
て
い

ま
す
。週
３
日
程
度
、自
主
的
に
作
品
の
制
作

を
し
て
お
り
、自
由
な
題
材
で
絵
画
や
イ
ラ

ス
ト
や
造
形
な
ど
各
自
の
興
味
の
あ
る
分
野

の
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
年
度
は
、

高
大
連
携
で
大
学
の
企
画
す
る
ア
ー
ト
展
に

参
加
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。現
在
の

部
員
に
と
っ
て
は
、は
じ
め
て
の
経
験
で
す
が

良
い
刺
激
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た
、毎

年
恒
例
の「
文
化
祭
」で
は
日
ご
ろ
の
成
果
と

し
て
作
品
の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。沢
山

の
人
に
観
て
も
ら
え
る
機
会
な
の
で
、目
標

の
一
つ
と
し
て
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
15  
名
、女
子
27  
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
4
名
、女
子
6
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
2
〜
3
日（
月
・
火（
・
土
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
1
〜
2
日（
月
・
火（
・
土
）

軽
音
楽
部
は「
音
を
楽
し
む
た
め
に
は

真
剣
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。１
年
生
は
男
女
や
ク

ラ
ス
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
た
新
入
生
バ
ン

ド
を
組
み
、演
奏
技
術
を
学
び
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
す
。文
化
部
の
中
で
も

上
下
関
係
が
極
め
て
厳
し
く
、全
体
会

議
で
は
部
員
同
士
、意
見
を
ぶ
つ
け
合

う
場
面
も
多
々
あ
り
ま
す
。部
内
で
の

発
表
会
や
文
化
祭
を
経
て
、音
楽
を
通

し
て
仲
が
良
く
な
っ
て
い
く
部
活
で
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）女
子
7
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
3
名

【
活
動
日
】週
3
日（
月
・
水
・
木
）

箏
曲
部
は
講
師
の
先
生
の
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、日
本
の
伝
統
楽
器
で

あ
る
お
箏
を
弾
い
て
い
ま
す
。私
た
ち

は
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
で
し
た
が
、練

習
を
積
み
重
ね
、校
内
だ
け
で
な
く
市

の
文
化
祭
で
も
演
奏
す
る
機
会
を
頂

き
、良
い
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
2
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
4
名

【
活
動
日
】週
3
日（
月
・
水
・
木
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
は
週
に
3
日
ほ

ど
集
ま
っ
て
、様
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今

は
、Tin

kercad

やC
reality

Prin
t

、

Blender

を
使
っ
た3D

プ
リ
ン
タ
で
の

物
体
製
作
、p5.js

な
ど
の
統
合
I
D
E

を
使
っ
て
様
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
言
語

で
画
像
生
成
や
ゲ
ー
ム
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）女
子
1
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
8
名

【
活
動
日
】週
2
日（
月
・
火
）

Ｅ
S
S
の
主
な
活
動
は
、英
語
の
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
に
向
け
た
練

習
や
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の

先
生
と
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
な
ど
が
あ

り
ま
す
。「
楽
し
く
わ
い
わ
い
と
…
で
も

真
剣
に
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、今
後
も
ま

す
ま
す
力
を
入
れ
て
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。特
別
進
学
ク
ラ
ス
の
部
員
も

兼
部
も
可
能
で
す
！
待
っ
て
い
ま
す
！

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
5
名
、女
子
15  
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
3
名
、女
子
8
名

【
活
動
日
】（
高
校
）週
6
日（
月
〜
土
）

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日（
月
・
水
・
金
）

競
技
か
る
た
部
は
創
部
８
年
目
の
ま

だ
若
い
部
で
す
が
、関
東
大
会
・
総
合
文

化
祭
と
地
道
に
歩
み
を
進
め
、一
昨
年

に
は
千
葉
県
を
制
し
、全
国
ベ
ス
ト
８

と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。ま
だ
強

豪
校
で
も
伝
統
校
で
も
な
い
流
経
か
る

た
部
に
守
り
の
精
神
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
乾
坤
一
擲
」の
精
神
の
も
と
、運
す
ら

引
き
寄
せ
る
流
経
の
攻
め
が
る
た
を

よ
り
一
層
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
11  
名
、女
子
33  
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
7
名
、女
子
10  
名

【
活
動
日
】（
高
校
）月
〜
金
、土
曜
は
自
主
練

　
　
　
　
（
中
学
）週
3
日（
火
・
水
・
木
）

弓
道
に
は
、優
劣
を
競
い
合
う
ス
ポ
ー

ツ
競
技
の
一
面
が
あ
る
一
方
で
、礼
儀
作

法
を
重
ん
じ
る
武
道
で
あ
り
、精
神
的

修
練
を
大
切
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

正
射
必
中
の
理
念
を
重
ん
じ
、自
分
の

射
と
厳
し
く
向
き
合
い
精
進
し
、人
に

対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。年
4
回
ほ
ど
あ
る

県
大
会
で
は
、入
賞
が
目
標
で
す
。加
え

て
、段
級
審
査
に
向
け
て
も
日
々
精
力

的
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
1
名
、女
子
3
名

　
　
　
　
（
中
学
）女
子
3
名

【
活
動
日
】（
高
校
）水
曜
日
オ
フ

　
　
　
　
（
中
学
）週
2
〜
3
日

放
送
部
に
は
、委
員
会
的
活
動
と
部
活

動
の
二
面
性
が
あ
り
ま
す
。お
昼
の
校

内
放
送
、校
内
行
事
で
の
音
響
関
係
の

設
営
・
運
営
・
記
録
な
ど
を
担
い
行
事

の
進
行
を
影
で
支
え
て
い
ま
す
。対
外

的
に
は
、N
H
K
杯
な
ど
の
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場
し
、番
組
制
作
や
原
稿

を
読
ん
で
競
う
こ
と
も
あ
り
、全
国
大

会
・
関
東
大
会
出
場
・
入
賞
な
ど
の
実

績
が
あ
り
ま
す
。

弓
道
部

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
8
名
、女
子
7
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
16  
名
、女
子
9
名

【
活
動
日
】週
2
日（
火
・
土
）

科
学
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
や
文
化
祭

で
の
発
表
を
目
標
に
、化
学
・
生
物
実

験
や
物
理
工
作
な
ど
を
通
し
て
様
々

な
実
験
技
術
を
身
に
つ
け
る
べ
く
活

動
し
て
い
ま
す
。本
校
の
科
学
部
出
身

で
理
系
の
大
学
で
研
究
に
携
わ
る

O
B
O
G
も
多
く
な
り
、発
表
会
の
前

は
先
輩
後
輩
の
間
で
活
発
に
議
論
す

る
姿
も
。昨
年
は
東
京
理
科
大
の「
坊

ち
ゃ
ん
科
学
賞
」で
部
員
の
研
究「
ペ
ン

デ
ュ
ラ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
の
関
数
化
」が
優

良
入
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

【
部
員
数
】（
高
校
）男
子
5
名

　
　
　
　
（
中
学
）男
子
4
名

【
活
動
日
】週
1
日
程
度

中
学
１
期
生
の
声
で
、２
０
２
４
年
度

に
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
同
好
会
で

す
。主
に
鉄
道
好
き
が
集
ま
り
、鉄
道

に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、親
睦
を
深
め
て
い
き
ま
す
。鉄
道

新
聞
の
作
成
、校
外
学
習
や
旅
の
際
の

交
通
ル
ー
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
、そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
考
え
て
い

ま
す
。鉄
道
が
大
好
き
な
方
は
も
ち
ろ

ん
大
歓
迎
で
す
が
、鉄
道
に
つ
い
て
あ

ま
り
わ
か
ら
な
い
人
に
も
、活
躍
の
場

を
用
意
し
て
い
き
ま
す
！

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

卓
球
部

書
道
部

演
劇
部

吹
奏
楽
部

文
芸
部

茶
華
道
部

美
術
部

軽
音
楽
部

筝
曲
部

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
研
究
会

E
S
S

将
棋
同
好
会

競
技
か
る
た
部

放
送
部

科
学
部

鉄
道
研
究
部

各部活動の文の内容は主に高校のものとなっております。


